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【計画の目指す姿】 

誰もが利用しやすい 
公共交通が整っている 
 

 

 町に暮らす誰もが、また、

町を訪れる誰もが、各々の

事情や希望に合わせて交

通手段を選択でき、移動す

ることができる環境を、町

民、民間事業者及び行政

が連携してつくり、育ててい

きます。 

① 地 域 間 幹 線 軸 の 維

持・確保 

②デマンド型乗合バス

「しわまる号」の安定的

なサービスの確保と利

用促進 

③タクシーによる小規模

需要への対応 

プロジェクト１ 

持続可能な公共交通

の整備 

①町内の公共交通を「知

る」機会の創出 

② 公 共 交 通 を 「 選 ぶ 」

「使う」機会の創出 

③各種マップの作成･更新 

プロジェクト２ 

公共交通を「知る」「選

ぶ」「使う」人を増やす 

①紫波中央駅東口の整

備によるアクセス向上 

②交通拠点における乗

降場所の設定や案内

の充実 

プロジェクト３ 

交通結節点へのアクセ

スの向上・交通拠点の

待合環境の整備 

 

基本方針１ 

基本方針 

 誰もが利用できる公共交通環

境の構築・維持 

基本目標 

 生活を支える移動手段として、

デマンド型乗合バス及びその他

公共交通によって、町内のどこ

に住んでいても希望の場所へ移

動できる手段を構築・維持しま

す。 

 

基本方針２ 

基本方針 

 公共交通について「知る」「選

ぶ」「使う」機会の創出 

基本目標 

 公共交通の便利な利用方法に

ついて、知る機会づくりや情報

発信によって、目的地への移動

を支援し、利用を促進します。 

 

基本方針３ 

基本方針 

 公共交通が「便利」で「使いや

すい」と実感してもらえる環境整

備 

基本目標 

 交通結節点へのアクセスを向上

させるともに、交通拠点の乗降場

所・待合環境を充実させます。 

【公共交通に係る課題】  

 （１）交通空白地帯・中央部内を移動する手段の確保  

 （２）交通結節点・交通拠点の環境整備  

 （３）公共交通機関を適切に利用するための情報発信  

 

第三次紫波町総合計画 

まちづくりの将来像 

「暮らし心地の良いまち」 

まちづくりの基本理念 

「循環型のまちづくり」×「協働のまちづくり」×「多様性あるまちづくり」 
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